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　八代妙見祭保存振興会が、今年度初め
て、妙見祭の亀蛇を題材にした絵本の原
画作品コンペを行った。審査の結果、石
本愛さん、いずみさん姉妹の作品「みよ
ちゃんとガメさん」が最優秀賞に選ばれ
た。作品は早速絵本になり、市内の保育
園、幼稚園、小学校のほか、図書館、公
民館、医療機関などに配布されることに
なった。
　二人は、双子の姉妹だ。小さい時から
一緒に本を読み、一緒に大好きな絵を描
いてきた。「大人になったら、二人で何
か作りたいね」。そう夢を語りあった二
人の仲の良さは、大人になっても変わら
なかった。現在二人は、仕事の傍ら「あっ
たかハートふれあい劇団」に所属し、活
動している。入団のきっかけは、あまり
にも仲が良く、いつも二人きりでいる
姉妹を心配した母親が、ほかにも友人を
作ってほしいと勧めたのだそうだ。
　そんな仲良し姉妹も、今回の絵本作り
では、侃

かんかんがくがく

々諤々の議論をしながら書いた
という。「読んで“ほっこり”とした気
持ちになるような絵本にしたい」と、方
向性では一致したものの、いざ書き始め
ると、何度も意見がぶつかり合った。そ

八代妙見祭「ガメさん絵本」コンペ
最優秀賞「みよちゃんとガメさん」が絵本に

石本 愛さん  石本 いずみさん姉妹
（日奈久大坪町）
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んな時、二人の脳裏に浮かんだのは、幼
い日「二人で何か作りたいね」と語り合っ
たこと。「何か」とはこの絵本だったのだ。
　作品は、愛さんが文章を担当し、絵は
いずみさんが担当した。いずみさんは絵
を学び、現在は“絵描き”でもある。し
かし、この 10年、コンテストなどに幾
度となく応募するも評価が得られず、も
う絵は諦めようと思っていた矢先の今回
の受賞だった。「これで、あと 10年頑張
れる」と、姉妹そろって泣き笑いした。
　2月 26 日に、八代商工会議所で行わ
れた表彰式と絵本の贈呈式には、代陽幼
稚園の園児 22人も招かれた。表彰式の
後、原作者の愛さんによる読み聞かせが
始まると、それまで、大人たちの難しい
話に退屈していた子どもたちの表情が見
る見る変わり、物語に引き込まれていっ
た。そして、読み聞かせが終わると同時
に、一斉に笑顔を咲かせ、盛んな拍手を
送った。「おもしろかったね」どの笑顔
もそう語っていた。お世辞など言わぬ素
直な子どもたちのその笑顔は、この作
品に情熱を注いだ二人への、最大の賛辞
だった。
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